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高等学校情報科教師の指導力向上を目的とした Web システムを提案する. 本研究では, 教師の指導

力の中でも「作問・評価力」に着目し, インストラクショナルデザイン(Instructional Design; ID)

の「逆向き設計」の考え方をベースに, 学習目標の設定からテストの完成に至る一連のプロセスを支

援するシステムの開発を目指している. 本稿では, 提案システムの概要とその設計について述べる. 

 
１．はじめに 
近年, Society5.0 や生成 AI の進展に伴い情報

教育の重要性が高まっている. そして, 2025 年か

ら大学入学共通テストに「情報」が導入されるな

ど高等学校情報科への注目度も年々高まっている. 

一方で, 高等学校情報科はこれまで教員採用や育

成が適切になされてきておらず, 自治体や学校間

で担当教師の指導力に差があるとの指摘もある. 

そこで, 本研究では高等学校情報科における教師

(特に新任教師や教職課程の学生)の指導力向上を

目的としてインストラクショナルデザイン1理論

を基盤とした AI 支援による作問・評価力2向上シ

ステムの開発を目指している. 本稿では提案する

システムの概要とその設計について提案する. 

 
２．背景および研究の目的 
2.1 高等学校情報科が抱える問題点 
高等学校情報科は 2003 年の設置から 20 年以上

経つが, これまで, 東京都や埼玉県などの一部の

自治体を除いて計画的な教員採用がなされてこな

かった. 文部科学省の調査によると, 2022 年の新

学習指導要領「情報Ⅰ」開始時点において, 実に

80%近い自治体で臨時免許状や免許外教科担任の

制度により正規の免許状を持たない教師が授業を

担っていたことが報告されている(1). その後の文

部科学省の指導により, 2024 年度には臨時免許状

や免許を有していない教師が情報科を教えている

自治体は無くなっているとの調査結果ではあるが, 

通知からたった 2 年という短期間での人員確保で

あったことから十分な専門性や指導力が担保され

 
1 学習者が効果的かつ効率的に知識・技能を習得できるよう, 

教育・研修プログラムを体系的に設計・開発・評価する方法論

のこと.よく Instructional design を略して ID と表記される. 
2 生徒が学習目標を達成したかどうかを正確かつ妥当に判断

するために適切なテストを作成するスキルのこと 

ているとは考えにくく, 自治体や学校間で担当教

師の指導力に差があるとの指摘もなされている. 

2.2 教師の指導力とは 
佐藤(2013)は教師の指導力について,「3年間を

見通す力, 生徒把握力, 作問・評価力, 生徒の学

びへの動機づけ」等を挙げている(2). その中でも, 

生徒が学習目標を達成したかどうかを正確かつ妥

当に判断するために「作問・評価力」は最も重要

なスキルであると言える. インストラクショナル

デザイン理論においては, どのように評価するか

を先に検討してから授業を組み立てていく「逆向

き設計」の考えが重視されているが, 学習目標が

達成されたかどうかを正確かつ妥当に判断するこ

とができるテスト問題を自作できるようになるこ

とは教師にとって必須のスキルである. そのため, 

新任の教師にはテスト作成に関する技術的な手ほ

どきを受ける機会が必要である(稲垣ら,2015(3))

が, 高等学校情報科においては, 所属校や自治体

によっては作問・評価力向上のための研修を体系

的に学ぶ機会が限られている. これは, 情報科目

は単位数が少ないこともあって, 専任教員は 1 校

に 1 人の配置であり, 作問したテストについて他

の教師からレビューを受ける機会がなかったり, 

前述の通り情報科教師の採用や育成が進んでこな

かったことにより, 若手教師の研修のために必須

の情報科を専門とする指導教員や指導主事がいな

かったりすることに起因する. 文部科学省による

授業・研修用コンテンツや関連学会からオンライ

ンで受講できる教員研修も用意されてはいるが, 

教材や事例の紹介にとどまっておりテストの作成

や評価にまで踏み込んだものは未整備である. 

2.3 メーガーの三つの質問 
1963 年に米国の教育工学者ロバート・メーガー

が提案した"教育設計の三つの質問"がある.【①

Where am I going?(学習目標:どこへいくのか?)】,
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【②How do I know when I get there?(評価方法: 

たどり着いたかをどうやって知るのか?)】,【③How 

do I get there?(教授方略:どうやってそこに行く

のか?)】. これは, 教育への合目的的アプローチ

として, 学習の目的, すなわち何ができるように

なることを目指した学びかをまず明らかにし, そ

の上で目的を達成するための方法を設計していく

という手順を指す. 教師は, ③の教授方略(授業)

をまず考えがちであるが, その前に, ①の学習目

標や②の評価方法(テスト)を適切に設定すること

の重要性に着目した提案である. ゴールから逆算

して授業を設計するアプローチで,「逆向き設計」

という名称で近年注目されている(鈴木, 2019(4)). 

筆者は, 「指導と評価の一体化」という観点から

も, まずは①の学習目標の設定, ②の評価方法の

設定が重要と考え, 学習目標の設定からテストの

完成までをトータルに支援するシステムを構築す

るとの発想を得た. 

2.4 研究の目的 
本研究の目的は, 高等学校情報科教師(特に新

任教師や教職課程の学生)の指導力向上を図る「作

問・評価力向上システム」を開発し, その有効性

を実証することである.  

 
３．作問・評価力向上システムの設計 
今回開発するシステムでは, 学習目標の設定か

らテストの完成に至る一連のプロセスを支援する. 

教師が作問したテストに対して, AI が学習目標に

合致しているかや問題の難易度・妥当性などを自

動分析・フィードバックし, 教師はそのフィード

バックをもとに改善を繰り返す仕組みを実装する

(図1). Webシステムとして公開し, 全国どこから

でもアクセスできるようにすることで自治体ごと

の研修機会や質の格差是正にも繋げたい. 

システムを利用する教師はまず, ❶学習目標を

決定する. 続いて❷作問した問題をシステムに入

力し, ❸AIからのフィードバックを得る. その後

教師は❹AIからのフィードバックをもとにテスト

問題を修正し, 再度フィードバックを受ける. こ

のように❸と❹を繰り返し行うことで, 教師の作 

 
図 1 作問・評価力向上システムの概要 

問・評価力向上を図る. ❺テスト完成後は, ❻完

成したテストが解けるようになるような授業を計

画・実施し, ❼テストを実施する(❻と❼は本シス

テムの対象外). 最後に❽リフレクションを実施

し, 次の単元へと移行する. 

テスト問題の分析を行う AI の開発にあたって

は, 学習指導要領はもちろん, 文部科学省の委託

事業で示された情報科での「思考力・判断力・表

現力」評価のための問題作成手順および分野別ル

ーブリックをベースとし, 自然言語処理や大規模

言語モデル+プロンプトで実現する. テスト問題

作成ガイドライン(5)に沿っているかも検証する. 
 

４．おわりに 
本稿では, 高等学校情報科教師の指導力向上を

図る作問・評価力向上システムの設計について提

案した. このシステムは開発中で, 現在, 難易度

推定や評価項目スコアリングを行う問題分析 AI

の試作を行っている. 今後, ベテラン教師による

評価との比較によって精度検証・改善を行う予定

である. その後, フィードバックとテスト問題修

正を通じて作問・評価力を向上させる仕掛けを実

装した Web システムとして実装する. そして環境

が整い次第, 学校現場や大学教職課程委員会の協

力を得て試用段階に移行したいと考えている. 
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